
反発、イラン和平への期待後退
NY原油先物相場は、1バレル＝100ドル台中盤まで値上がりする展開となった。米国とイランの和平合

意に対する期待感から5月6日には88.66ドルまで下落していた。しかし、和平合意に対する期待感が後

退すると、改めて供給不安を織り込む動きが優勢になった。最近の取引レンジ内での値動きにとどまる

が、押し目買い優勢の展開となった。

米国の和平合意に向けた「覚書」に対するイランの回答について、トランプ米大統領は「全く受け入れ

られない」と述べた。詳細については明らかになっていないが、ホルムズ海峡の支配権や核問題への対

応などについて、米国の要求を満たさなかった模様だ。マーケットでは、イランの回答を米国が受け入

れれば、2回目の和平協議が開催され、ホルムズ海峡の開放が実現するとの期待感が強くなっていた。

しかし、米国がこれを拒否したことで供給不安が再燃したことが、原油高に直結した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月8日時点）は、原油が前週431万バレル減、ガソリ

ンが408万バレル減、石油精製品が19万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン情勢次第の展開が続く、和平合意が見通せなければ堅調

2

【展望】

イラン情勢に強く依存する展開が続く。前週は米国とイラン

の和平合意に対する期待が後退し、供給障害の長期化に対す

る警戒感を織り込む動きが原油相場を押し上げた。このため、

和平合意に向けた進展が全くみられず、米国とイランの対立

がクローズアップされると、原油相場は110ドル水準に向け

て一段高を打診する可能性がある。ホルムズ海峡の流通が事

実上停止してからすでに2ヵ月半が経過したため、各国の石

油在庫は大きく取り崩されているが、さらに在庫減少が続く

と、需給ひっ迫リスクのプレミアム上乗せが求められる。特

にホルムズ海峡周辺でタンカーに対する攻撃などが報告され

ると、堅調地合が踏襲されやすくなる。

ただし、あくまでもホルムズ海峡の流通環境に強く依存して

いるため、米国とイランの和平合意に向けた取り組みなどが

報告されると、上げ一服となりやすい。前週も米国とイラン

の間では接触が行われていた模様で、和交渉が本格化すれば、

上げ一服感が強まりやすい。また、ホルムズ海峡でタンカー

の通航報告が増えていることにも注目したい。イランのアラ

グチ外相は、敵対国以外のすべての船舶が、イラン海軍との

調整の上でホルムズ海峡を通航できると発言している。和平

合意が実現しなくても、それに先行してホルムズ海峡の原

油・石油製品の流通環境が改善するとの見方が強まった際に

も、調整売りが広がりやすく、90ドル台での取引に回帰する

可能性もある。

基調としては、ホルムズ海峡の流通再開が進めば、原油相場

の上振れリスクは後退する。ただし、流通再開までの時間が

長期化するほどに、在庫ひっ迫感は強まることになり、国際

エネルギー機関（IEA）も夏の需要期前にさらなる価格変動

が生じるリスクを警告している。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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